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Social anxiety disorder (SAD) is a mental disorder characterized by significant fear and 
anxiety about social situations that may attract attention from others. Selective attention in 
social anxiety is characterized by a preferential attention to external threatening stimuli. The 
aim of this study is to test the influence of social anxiety on attentional disengagement bias. 
Attentional biases are phenomena where attention preferentially targets threatening stimuli. 
Attention is hypothesized to consist of three processes: engagement, shifting, and 
disengagement. Previous studies have suggested that people with SAD have impaired 
attentional engagement with the threatening stimuli. However, recent studies have used the 
dot-probe task to measure the attentional biases to show that people with SAD have impaired 
attentional disengagement. However, the dot-probe task is not suitable for separately assessing 
attentional disengagement or engagement biases. Therefore, we used a gap/overlap task, 
which can measure attentional disengagement bias, in 16 university students from high and 
low SAD groups. Faces were used as stimuli for the gap/overlap task (i.e., 
angry/happy/neutral). The results showed no significant difference between the high and low 
SAD groups in their attentional disengagement bias. We discussed the possible causes of this 
discrepancy between the previous studies and the current study in the relationship between 
social anxiety and attentional disengagement bias. 














社交不安の生涯有病率は 12.1%と報告されており 7 人に１人は発症する身近な不安症の一つである
ことが明らかとなっている。寛解しても再燃する社交不安症患者も存在することから，社交不安症
への介入における課題は多く残されている。 
社交不安症の心理学的理解として，Clark & Wells（1995）の認知モデルや Rapee & Heimberg（1997）
の認知行動モデルが挙げられるがどちらのモデルにおいても他者のいる社会的場面において自分自
身に注意が向き（自己注目），自身の内的な情報や他者評価をネガティブに判断することで社交不安



















































対象者 県内 A 大学で行われる心理学に関連する専門科目，および共通教育科目の講義を聴講す
る受講生を対象とした。授業時間終了後に，本研究の情報提供書，インフォームドコンセント用紙，






 質問紙調査の結果，296 名から回答を得られた。このうち，無回答があった 1 名を除き，計 295
名（男性 101 名，女性 194 名）を質問紙調査の分析対象とした。調査対象者の平均年齢は 20.05 歳










質問は全 20 項目からなり，4 件法で測定するものである。得点の範囲は 20~80 点である（例:「気
が沈んで憂うつだ」）。なお，本研究では対象者を大学生としているため，独身者が多いと考えられ
る。よって，第 6 項目の「まだ性欲がある」を「異性と一緒にいると楽しい」に変更した。 
実験 
対象者 質問紙調査において，実験参加への意思が示された者で BFNE 得点が上位 25%（47 点以
上）の社交不安高群 10 名（男性 3 名，女性 7 名，平均年齢 20.00 歳），下位 25%（36 点以下）の




ス（DB99）からモデル男女 2 名ずつの怒り表情 4 種，喜び表情 4 種，中性表情 4 種の計 12 枚を表
情刺激（先行刺激）として使用した。刺激サイズは宮前・望月（2018）を参考にした。表情刺激は
視覚で縦 7.63 °×横 4.77 °とした。また，注視点として用いた十字型，およびターゲット刺激の
ドット（●）は縦 1.60°×横 1.60°とした。実験参加者は左手の人差し指をパソコンの“ｆ”キー
の上に，右手の人差し指を“ｊ”キーの上に軽く置くように求める。実験参加者がスペースキーを
押すと画面中央に十字型の注視点が 500 ms 表示され，その直後に注視点の位置に先行刺激として怒
り表情，喜び表情，中性表情がランダムに提示される。先行刺激が提示された 1450 ms 後に，ター
ゲット刺激の出現を予告する beep 音が鳴る。ギャップ条件では，beep 音が鳴った 50 ms 後に先行刺
激が消え，200 ms のブランクをはさんでから，ターゲット刺激のドットが左右どちらかにランダム







を 16 試行行った。練習試行後，怒り表情 96 回，喜び表情 96 回，中性表情 96 回の計 288 試行を行
った。また，全試行を 3 ブロック(1 ブロック：96 回)に分ける。ブロック間で研究協力者におよそ
1 分間の休憩を取ってもらうこととした。 
実験装置 実験には，Microsoft Surface Pro3 を用いた。ディスプレイ解像度は 2140 ×1440［pixels］
であった。課題の作成には Psychopy（Peirce，2007）を使用した。ディスプレイと実験参加者との











群間差 実験を実施する時点でも BFNE，SDS への回答を求めた。以降の分析では実験実施時点の
BFNE 得点，SDS 得点を扱うこととした。また，実験実施時点での BFNE 得点が基準値から外れた
実験データは以降の分析から除外する。その結果，除外されたデータは 1 名（社交不安低群，女性）
であった。社交不安高群と社交不安低群の群間差について検討するために，年齢，BFNE，SDS の
各変数において対応のない t 検定を行った。実験実施前において，年齢を除く BFNE 得点，SDS 得
点に差が見られた（年齢：t(15)=0.57，p=.288；BFNE：t(15)=10.56，p<.000；SDS：t(9)=3.77，p=.002）。
同様に，実験実施時においても，年齢を除く BFNE 得点，SDS 得点に差が見られた（年齢：t(14)=0.62，
p=.274；BFNE：t(14)=9.17，p<.000；SDS：t(15)=2.17，p=.002）。また，SDS 得点に差が見られたこ
とから，以降の分析では SDS を共変量とした分析を行った。 
反応時間の整理 修正版ギャップ・オーバーラップ課題における誤反応の反応時間データを分析か
ら除いた。さらに， また，Pratt et al.(1999)を参考に，反応時間が 80 ms 未満，もしくは 1000 ms よ
り長い反応時間のデータは，それぞれを尚早反応，遅延反応として，以降の分析から除外した。そ
の結果，除外された反応時間データは全体の 2.54 %であった。Table1，Figure1 に観測値としての平
均反応時間および除外率を示す。 
 
　怒り表情 　喜び表情 　中性表情 　怒り表情 　喜び表情 　中性表情
社交不安高群
M 304.32 302.88 301.57 301.11 301.77 303.38
SD 50.25 45.45 43.16 46.83 44.38 47.79
除外率 3.75 3.75 3.13 3.96 3.54 2.92
社交不安低群
M 312.41 313.56 313.96 320.06 315.78 315.10
SD 26.53 36.67 35.73 41.53 35.69 33.53
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